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Forest Fire observed by GMS-5 in the Maritime Province region

Nobutoshi Fuchita* Koji Onosato*

Abstract

This report is to describe the forest fire and its smoke observed by GMS-5 in the maritime

province region.
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Fig.l : The surface analysis and plotted observations at 06UTC on ７August 1998.

Fig.l : 1998年８月７日06UTCの地上天気図と地上実況図
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Fig.2 : GMS-5 Visibleimages every ６hours from OOUTC on ６August to 06UTC on ７

　　　August 1998.

Fig.2 : 8月６日00UTCから７日06UTCの６時間毎の北半球ポーラステレオの可視画像

　Fig.2は、８月６日00UTCから７日06UTCの６時間毎の

北半球ポーラステレオの可視画像（北緯40度以北の沿

海州付近を拡大）である。

　沿海州北部からシペリアにかけては厚い雲もなく概

ね晴れている。ここで、沿海州に注目すると、６日06UTC

頃から白く毛羽立った多数の地点（→）が観測できる。

地上実況や下層風を参考にすると、この地点から風下

側に向かっては筆の穂先でなぞったようになっており、

下層の風によって白い部分が流されている状況がわか

る。この白い部分は、樺太付近にある下層雲と比較し

ても判るように輝度が低く、雲とは異なる特徴をもっ

ている。
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と間違いそうな形状をしている。しかし、この時間、

地上実況では積乱雲の観測はなく、降水も観測されて

はいない。また、これとは別にこの近傍に数個の黒点

　（－－→）も観測できる。
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Fig.3: GMS-5 Visibleimage at 06UTC on ７August 1998.

Fig.3:8月７日06UTCの北半球ポーラステレオの可視画像

　Fig.3は、８月７日06UTCの北半球ポーラステレオの

可視画像で、Fig.2の沿海州付近をさらに拡大した画像

である。

　白く毛羽立った多数の地点（一々）はあたかもテーパ

リング状をしており、画像で見るとテーパリングCb
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Fig.4 'Infrared brightness temperature distributionat 06UTC on 7 August 1998.
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Fig.5 :Infrared brightness temperature distributionat OOUTC on 7 August 1998.

Fig.5 : 8 R 7 0 00WC<D^9＼-M&U&ft^m
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Fig.6 -Infrared brightness temperature distributionat 03UTC on 7 August 1998.
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調1:０即’|Ｔ ･ｙｊｌ 一卜り出ドre

Fig.7 : GMS-5 Visible images every 24 hours from OOUTC on １３July 1998 to OOUTC on

　　　１６ July 1998.

Fig.7 : 7 月13日00UTCから16日00UTCの一日毎の北半球ポーラステレオの可視画像

７月１３日OOUTC

７月１５日OOUTC

７月１４日OOUTC

７月１６日OOUTC

Fig.8 : The ｓｕ:rfaceanalysis weather charts every 24 hoiirsform OOUTC on １３July 1998 to

　　　　OOUTC on １６July 1998.

Fig.8:7月13日00UTCから16日00UTCの一日毎の地上天気図
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海北部、オホーツク海へと高気圧から吹き出す下層風

に流され漂っているのがわかる。

３。過去の事例

　過去の似たような事例として、1997年インドネシア

でおきた森林火災の例をあげる(Fig. 9)。

　画像を見ると、ボルネオからスマトラにかけては、
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薄い乳白色をした煙（→）が観測できる。この影響範

囲は1500kmにおよび、ボルネオ島はこの煙にすっぽり

と覆われている。この煙は南シナ海にある低気圧に吸

収されるように、北上している。

　可視画像で見られる、森林火災による煙は、乳白色

で薄いベール状をしている。また、陸上や海上が透け

て見えるのが、特徴である。

争

Fig.9: GMS-5 Visibleimage at 03UTC on２３September 1997.

Fig.9 : 1997年９月23日03UTCの可視画像
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